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酪農薄様の基礎と課題
一調本乳業統計並びに調査を申心εして一一

桃野作次郎

　1　はしがき

　戦後澗本における乳牛増加の傾向は，極めて

顕著である。すなわち，戦前酪農最盛期であっ

た昭和18年の乳弗頭数は24万頭，隼乳総生瀧

．・W孟200ファ石も，　1昭｛間日22孟1三壱こ尋ま16フヲ頭ζこ1威じ，

弗乳の総坐産量も80万石（貫召和18年の40％）

に激減した。その後回復の一途をたどり25，26

年に蘭って戦赫最盛期に準じ，その後も第王表

にみられる発展ぶりを示し，昭穂29年には乳ゑ暫

頭委如こお寿・て：36万頭，4二雪L総生産i葛450万石｝こ

達した。前者は戦前最盛期（昭和18年）の1．5

倍，後者は2．2倍となった。消費また激増する

生薩を追い，正に繁栄産業ミ酪農ブームミとう

たわれた。

　　　第1装　最近における能文の乳牛統計
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　　　農林省統計表より作成．

　このようなE瞬く乳業界の繁栄も実は束の間，

消費価格の点で消費は従来のように紳びず・加

えて多縫の安価な乳製品が1輸入（昭和29年1月か

、ら6月までの奮計を牛乳に換算すると1・王27・961

石，このほか学奮縦覇1頚砲・また価格は29

年2月末米岡からの輸入乳製鹸価格がCIF〈運

賃，保険料を含む着港渡値段〉でバター1ボン

ド嶽りが47セント〈約169円20銭〉これに関

税をつけても240円である）されつつあろなど・

まさに日本乳業界は数カ月ならずしてミ危機ミ

をさえ提起したといっても誤りがなかろう。

　先年，東畑精一博士は，博士が統轄している於

林省農業研究所の調査研究報告書ミ」購書酪農

の経漏造・の序文の顯に聯騨ζ醗L塾

1謬写？｝事糞篤学恐し♂塗｛響磐誉な碑マ

ある。農業に関するものの中でもこれほど景気
ロ　　　リ

敏性産業部門は少ないようにすら感ぜられる。

牛乳の生猷1が過剰を伝えられ・濠洲からパウ

ンド為替消化の必要上若干の濠濁バターの輸入

もなお市場を圧迫するとして反対せらオtたの

は，今から2年の昔にはならない。いつの間に

やらそれから1力年の闇に圏民経済内の消費力

が増して来た：のか，牛乳は容易に捌けてしまい，

農家渡し烈醜いつの開にやら少し刈りずつ騰

貴してきた。いわゆる消費景気がつたえられる

頃になるとすでに鮮乳の消費は旺盛となってバ

タ源離乳に喰い込み・梛書の櫛が必要孕

られる昨今になって，その補助食品たるバター

は市場から消えて行く。そして農村では酪農業

の好況を伝えて馬喰組入が駈けあるくことが活

譲となってくる。略………。じっさいのところ
　　　　　　　　　　　　　　　　お　　の　　き　　の　　コ　　　　　　　　　　　　　リ　　リ　　　　
酎鐸挙・麟塾掌塗・浮箏翠磐警藩？執ミな

いものの如くである。！（註二傍点筆者）と述べ
　り　　　ゆ　　　り　　　　　　　の　　　リ　　　ロ　　　る　　　り

られている。それから1年余りしか経過しない

創ヨ，その内容は当時とは金く逆現象一相対

的過剰恐慌一にあえいで、・うが・博士の叙上

の表現は，「添乳1堺をよく衝かれたものと思

　う。

　　この浮気娘にたとえられた不安定な1黍率乳業

界を形作つた本質は一体侮であろう。一般には
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　1）　牛乳及び乳製品が大衆約商鹸にまで到達

していない。

　2）　乳業界全体の歴史が非常にあさく，乳牛

飼養者の技術及び経営，舘びにこれを取り巻く

乳業界の機構が非常におくれている。

　等々を掲げられる。これのみにても乳隼飼育

に．経済的安定を求め難いのは当然であろう。し

かし，もっと重要なことは農業経営の内部に四

三を導入し，その飼養方式を決定する個々の農

家が，何を園標に，何を狙って乳牛を経営の中

に導入したか，またしようとしているか，の究

明がより本質的な不安定酪農の形成要因として

発達しているのであるまいかと考える。

　このような意麟から本稿では日本における乳

牛飼育に関する若干の統計的分析を通じて・乳

牛飼養の構造を明かならしめ，以上に考察され

た乳業界の脆弱性にどのような関係をもつてい

るかを明かならしめようとしたものである。

2　商晶としての牛乳

　そこで最初に，1藍本における牛乳が商品農産

物としてどのような世継にあるか，またその消

費構造はどうかを明かならしめることから始め

よう。

　およそ［ゴ本農業は，嵐給的な色彩の強い零細

な農豪を主としていることは疑うべくもない事

　　　　第2表　日本農業の商品化率．

農産物名L遅配化率

大
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雑
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牛

穀
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　　　米i
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　　　菜

　　　旧

作　　物

　　　繭

　　　乳

ﾔ
49．5

35．4

咳4．5

22．8

45。1

48．2

56．0

45．7

89．0

88．1

99．0

935

註農林省統計調査部濃巌壁の晦品化に関
　する調査報告昭和25年度分」より作成
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　　第3表　プロヅク甥牛乳の商品化率

7獄ヅク檎品化率
　　　　　　　　　　　…
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　註　瀬上資料より作成

実であるが，貨幣縄済の発達は遅れた冠邊村にも

滲透し，農管物の商晶化を促進している。挺進

2表によって，iヨ本における腿産物の商畠化率

を見ると，牛乳の蒲品化率は93．5タ6で上繭の

99．0％に次ぎ，工芸作物，果実類を遙かに離し

て，上繭とともに典型的な商品農鷹物の地械を

確保している。しかし，このことは同時に価

絡の変動を密接にうける生熊部門たらしめ，先

に．述べられた§浮気娘ミにたとえられる重要な

原因であることを疑わしめない。ことに牛乳部

門は，他の農産物の商晶化が外部経済との交渉

において，精々地方の経済と接触する程度にす

ぎないのに対し，国内の大規模な産業資本や外

岡経済と密接につながる，すなわち端的に・は乳

業資水とかたく結ばれ，乳業企業の1構成部分

に，他方牛乳生産のための生産資材ともいうべ

き飼料は臣大な製粉企業1ヒニ支配されている現状

にある。このような経済機構の中にとけ込んだ

1三体の単なる乳牛飼育者がその生産物，牛乳を

殆ど全部と言ってよい像ど｝こ滴品化していると

ころに多くの問題がある。

　商贔として流通する牛乳における最近の傾向

は，第1表にみられたごとき躍進的増産と，これ

に追随する第3表のごとき消費の伴なったこと

は喜ばしき現象であったが，しかしそのような



第4衷　最近における乳製品生産量の趨移

昭　和　23　年

　　　24年
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　　　27　年
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　註　　（1）煉乳箱斗は3979カン4ダース入り

　　　　（2＞粉乳1箱は4509カン1ダース入り

情勢も，実際は輸入阻止や，関税保護などによ

って維持されていたことを省みなければならな

い。戦後ε体の乳牛飼育は農業経営の合理化，

パン食普及による食生活の改善などの見地か

ら，いろいろな施策が講ぜられたが，今や牛乳

及び乳製品は園罠の所得水準にくらべて割蕩と

　　　　　　　　　　　　　　　経　　済　　指
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なり，これまでのごとく消費者の関心を引ずつ

て行くことが困難となった。言わば，相対的な

生産過剰の環象に悩まねばならなくなったので

ある。今これらの事情を明かならしめるため，

次回を掲げよう。
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註　日本國民の生活水準，農林省統計表，北海道統計より作成

　竃　臼本牛乳の商品的特質

　今日，ヰ乳が斑晶として流通帯場に現われる

に先だち，必ず加工過程を通過する。しかして

この加工過程は，牛乳消費の菰での重要な担当

考であるが・その殆ξは完全な独占企業である。

加うるに日本の酪展は元来立地を無視した経営

が多く，乳牛の飼育は第4表に示す如く疎であ

り，その結果は集乳距離が長く集乳費が高くな

り勝ちである。加えて集乳量も少ない関係上，

U



第5表の三地域別集乳所箇所当り搾乳牛頭数による集乳所の100分目　　、
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註1中村’敬止「これからの酪農」49頁より

第5嚢の21日当り集乳別乳製品工場数

・分際i1細越鵬訓計
北海道

内　地

合　計
比　率
（％）
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註　農林省畜産局昭和27年調査

　第6嚢　集乳規模と集荷費用との濁係

　　　　（1升当り）1昭廊26年北海道の1例

響算崩濯労蔽趣蟻の豊｝舗

が原料乳に比し，諸外国のそれ｝こ姥し高いと言

うのは以上のような事情にもとつくものであ

り，特誕すべきことであるとともに今後の最も

大ぎな改善点の1つとなっている。今日国家が

酪農振興法を欄定し，集約酪農地域を設定せん

とする試みも実は以上の点の改善を通じて，最

終約な消費価格の上昇を防ぎ，しかして消費の

頭打ちを打開し，もって農業経営の改善とli環民

栄養の向上のために，益々酪農業の普及を押し

進めようと企察したものである。
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＆56i15．24｝

　　i　i
　　11．19、5．67i
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　　「
232｝　26。12

…i1…

　　　13．702。60

　　ト
1．43：　13．09

0．92…　　8，07

　…

　註　矢島武著「酪農と農業経営」144頁第4表

　　より抜葦

1工場の処理能力は第5表のごとく零細で，こ

れが引いては工場の近代化，乳製届のコス｝高

を黒羽している。一

　かくて独占的な加工業痔はその利潤を確得す

るためダ原料をなるべく安く買うことに努力す

る。ことに鮮度を重視し，運搬に嵩ばり，遠距

離輸送にi耐えないことにおいて特にこの傾向は

：否めない◎一般に購本の乳製融（市乳をも念む）

　4　臼本における野牛飼育の特質

　木論に入るに先だち商晶としての日本牛乳に

ついて若干の予備的考察を試みたが，以下本論

に入ろう。

　第30次（昭湘28年度）機林省統詮i8§畜産の

部ミによって乳牛飼養県の序列を決め嶺こ，各

都道府県における全駿家戸数に．対する乳牛飼養

三家戸数の比率の大なる眼から小なる膿に配列

してみると第7表のこどくである。

　第7表において明かなごとく，縁塞全体とし．

ての飼養農家率は3・7％にすぎず10％以上に

あるものは北海道の16。8％，神奈川県の1L5％

であり，また全隅平均以上の比率を示す県は46

都道府忌中，16都道府県にて，残り65％は実

に全園平均以下である。

　またその飼育規摸をみると乳牛飼育農家1戸

当，全悶平均1．58頭であり，大阪府の3．52頭，
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第ワ表　乳牛飼育県の序列
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識　第30次農林省統計より成作

第8表　日本の乳牛経済（昭和26年度分）

　　　　　一牛乳1升当り一

罪規制［矯判販智格朧撃
5　頭　飼　育

4　頭　飼　育

3　頭　飼　育

2　頭　飼　育

1　頭　飼　育

平　　　　　均・

　円1
2乳27p
4a1w
4a72P
4甑92
P

1罐r
＿＿｛

39調

41．95

37．73

39ユ0・

34．07

40．31

12．17

　．21

5．95

10．82

2031

　．57

　註　農林省統計調査部，牛乳生巌費調査北海

　　道の部より作成

北海道の2・25頭，東京2・1頭の3都道府を除外

して考察するとその編差は極めて小さくLOを

出ないほどの零細なものである。

第1図乳牛飼養農家率

［＝コ12、5％未満
躍　2　2．5～5．0％未満

％35．0～7．596牙ミ満
腰選翻47．5～10。og6牙ミ満

購騒510．0～15．0タ6ラ｛ミ満

圏615タ6以」ピ

ρ
〆

へ

設第30次農林省統計表〈昭和28年〉より

　作成

　　　第2図乳集の分布

灘頴

；…離『

騨

♂鱗

1灘．

　　　．’・，．・，…想言

　　纏灘鱗
　．　　。i鯉◎
鱗　劉・　舗・
　　7・；．　‘炉
　覧‘●・亀’
’料蓼．。3

欝‘’

　　　　　　1点100頭

　　，・、騰

　、膿，

　　灘1

　麟
灘灘
懇
琵吋

　’註　　参菩30汐ζ　　農林省統言1・表　く月召苛…1128年〉　よ

　　り作成

　したがって，このような零細な牛群規模を通

じて生産される牛乳の価値実現は第8表に，みら

れることから当然保証されるものではない。に

もかかわらず購本の乳牛飼育が膿演［によって経

営の中に取り入れられ，かつまた指導理念とし
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第3図耕地100町歩嶺り乳牛頭数

　註　　第30次農桑こ省繰言十表、〈昭和28年〉　よ　り

　　作成

て強調されているのはおおよそ次の如き理由に

もとつくものであろう。

　これまで1ヨ本の農業は弗常に耳塞な労働力を

擁し，これに結びつ．く農地が弗常をこ少なく，言

わば農地賦払の状態にあった。そうしてそこに

行おれる農業は多労多肥の農業を発達せしめ，

その結果高い反当収疑をあげることに成功，し

かして反当り多くの圏内人口を快訳するに貢献

してきたのであったが，その結果は非常に集約

農業となり，爾来その割に二生産の上らない，コ

ス｝のかかる農業となり，生塵能率は著しく低

くなった。

　このように低い生産力しか持ち得ない置体の

農家経済が好雪気を期待し得るためには，異常

に高い農産物価格を必要とするがこれがまた安

価な外山農産物との競争を受げるとなると如何

　　　　　　　第9表

　になるであろうか，ここに日本の農業経営を高

　渡化する論理が強く要請されたと思う。そうし

　てこの場合高度化の基塞的な方向が生産能率，

　特に労働の生産効率の向上にあったことは勿論

　であるが，融これがためには，農地反当りめ生産

　が量的にも，また価値的にも高まることが要請

　された。しかして，この反当り生産が量的にも，

　価値的にも増大するためには上しい増塵技術の

　創造と，あらゆる増産1為術の綜合的組立てにあ

　ることこれであるが，かかる高度合理的集約化

　をねらったものがいわゆる有畜化，なかんずく

　乳牛の導入におかれたのである。
蛭、

　　けだし乳牛を含めて，農業経営合理化の》

　コミどされる有畜化の鼓術的支持は，およそ次

　のごとくであるからである。

　（1＞経営の有畜化は肥料支出を軽減し，かつ

積極的に地力を言成する　無畜穀作に偏した臼

本農業において，．その反当収量を引き’上げた原

因を癬回した松木氏の著書によると，明治初年

の米の反当収量が現在程度まで増加した原因の

78．5％は化挙肥料製造の発達と，その使用の効

にあると言われているが，事実譲本における多

肥技術は第9表に晃られるごとく，世界に冠た

るものである。

　このことは同時に生産過程における肥料費の

占める割合が極めて高く，自給率の高い穀救日

本農業にとって極めて大きな負担となる。それ

のみではない，そのような鼓術は今臼日本の農

業生産力に：大きな停滞現象を見せ，従来のごと

く，単なる肥料の増歯のみをもっては不能とし

ている。そうして，それは従来における日本の

増収技術への反省，すなわち地力培養を伴なわ

漁当り人遡酬3駿用状況及び収量（日本を100とする）

日

イ

デ

英

米

ン

タ リ

本

マ　　一　　ク

農地ha当り人造肥料 ha　当　　り　収　　蚤

窒　素i燐∫酸しL2力哩L∠1と＿嚢＿i＿；左　麦」轟鈴薯i玉蜀黍し甜

　E
1！li

li

…i

lli

21

17P

100

20

59

22・

24

　　100i

78i

158

ユ23

47

1001

53i

・3g

逡ll

　き

100

63

ユ80

175

77i

100

140

　2

　？

109

100

129

159

113

12圭

※麻寮慶次郎「土壌と肥料」よリウ
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ない化学肥料の増投のみにあったことを指摘し

ている。

　第9表にみられたごとく，欧米の農業が，そ

の単位当り投下人造肥料の紗ないのにもかかわ

らず，収量において極めて高い数値を示すのは，

単に簸思及び購入肥料の多寡ではない。策10表

におけるがごとき有機質の増刷と，これを「テ

コ」として行われる塊力の培養の結果に外なら

ない。ここに化学肥料を効果的ならしめるべき

深耕と有機質の施絹が強調される所以がある。

しかるに，日本農業の有機質（ここでは堆厩脂）

のヘクタール当施用量は，節11表にみられる

ごとく，デンマークの17％，iごイツの25％程

度にすぎない。

　　第鴛表　デンマークにおける農地ha

　　　　　当り薙巴料使絹量

i竃、9素

人　造　胴　料

有機質肥料
　　　計

8．0

5L5

59．5

縫、酬力1謂

17．0：　　　　6．0

27．5　　　　58．4

44．5　　　　64．4

識　磯部秀俊「臼本農業有畜化論」より

第11表　農地ha当り家畜単位と農地

　　　　ha当り鷹肥施用量

デンマーク

ド　イ　　ツ

日　　　本

役肝脳言華華畿
2・i・27i・48
、4i

　　94i　108
2gi、、、。
　1

11．0

7，7

1、9

　註　岡上資料より

　従来，1ヨ本の農業が集約農業だと規定してい

たが，それは以上に見たかぎり，本来的集約な

ものであったのではなく，きわめて工学的なも

のであると言うことができよう。そうしてそれ

を解決すべき鍵は経営組織の中にとげ込んだ家

号の導入，なかんずく，乳牛を通じて可能であ

る。

　（2）経営の有畜化は，経営副産物の高度利用1

と肥料物質の運搬に役立つ　無畜旧作農業にお

ける地力維持にとって，今日璽大な問題は極言

して述べると蒋機質の還元である。しかして，

1今日副産物の大部分と，採草刈草などの堆肥化

に関しては極めて偉：大な努力が払われている

が，これらの藁無類あるいは朗草などがそのま

ま土地に還尤されるか，あるいは糞尿として，

言わば家畜の腹を通過し肥料物質を可溶化し還

元されるかでは，甚だ異なった影響を与え．る。

ことに粗轡1な副産物，刈草等においてしかりと

いわねばならない。すなわち，それらの粗闘な

副産物及び刈草も動物の休内を通じて有効なる

形態に変るのである。そうしてこのことは，乳

牛飼育などにおける追加的濃深飼料の給与と結

びついて，よりょくその形態を海効的ならしめ

るものである。

　また養畜の持つ経営的場挫としては，肥料物

質を移動し，耕地の生産力に貢献せしめるとい

うことである。経営技術の中において，重：要な

技術の1つに，土地の撃力を如何に分繭己利用す

るか，また，その肥力をどのような方法で維持

せしめるかと言う問題がある。この場合一部の

土地から地力を収奪し，．そ愛tによって他の土地

の暴力を保留あるいは増進しようとする方法，

すなわち異体的には採草｝也と下地との関係に．お

いて果されるのであるが，この過程を最も合理

的に行う手段が経営内部への家畜導入であるげ

すなわち採草放牧地のごときは労働力を直籔投

下することなくして採食せしめ，あるいはまた，

乗利用の菓資源を高度に利用することにより，

その糞尿を耕地に移転するがごとくである。か

くて経営斜里，ことに無市価副産物の高度利用

と未利用地資源の活用及び肥料物質の移動は，

有畜経営，なかんずく田鶴胃を保有する乳牛に

おいて金きを得る。

　（3）経営の有畜化は労働力の利用を高度化す

る　日本の夕影農業における生産力の拡大は，

今日の段階では分析的に考察すると，経営耕地

の拡大と，集約化の方向の2つの道を通じてで

あろう。ところが嗣者の耕地の拡張は，戦後急

激に膨脹した農村人口によって，逆に震細化の

方向へ発展し，また，後者の集約化の方向は，

従来が技術的に一方的！こ偏っていたために・そ

の可能樵は極めて乏しい。ここに到って，経鴬

の合理化一生産力の拡大一に残された道
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は，集約度における資木構成の高度化以外にな

いことを示唆する。穀作農業における一方的集

約化は，それi翁体年間における労働力分配に，

著しい季節的繁閑の差を生ぜしめている。こと

に家族労作経鴬における日本農業は，その家族．

の大いさを繁忙期に合致せしめる方式を採用し

ている。このことは逆に農村に失業人口を増加

せしめ，遂1こは農民生活をおびやかし，大ぎな

農業問題にまで発糊せしめている。これに対し

養畜労働は，その繁忙期を技術的に調整するこ

とができ，したがって，従来の耕種に養畜を加

えるならば，その労働分配の平均化を期碍する

ことができると同蒔に，労働の生産力を低下す
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　リ　　　ミ　　　き　　　り　　　さ　　　　　　　ロ　　　リ

ることなくして》経鴬における生産力を拡大す
り　　ゆ　　　り　　お　　む　　ゆ　　　コ

ることが可能となる。

　（4）経営の有畜化は土地利用を高度化する。

土穂利用の高度化は，罪作農業においても集約

作物の導入，集約な輪作式の確立によって可能

ではあるが，．それ自体ブくきな制約因子を内在す

る。ことに集約な1三物の導入となると益々その

困難睦は弓劃ヒされる。とζうが家奮の導入とな

ると，その技術的な要請として集約化の趣きを

異にする場合が多い。糊えば，短期聞を利謁す

る罪作の裏作としての飼料作物の作1も刈跡地

の放牧などこれである。しかして，これらは内

部的な集約化方向であるが，とくに有畜化を通

じて実現可能なことは，未利用土地の利用であ

る。すなわち傾斜が強く，耕地化の不能な土地

あるいは湿地にて未だ耕地に．適しない土地放

牧可能な由林，原野などの利用これであり，未

忌中な土地資激を経済化することができる。

　七かし以上の諸点は宥畜経営，なかんずく，

乳隼導入における技多iサ的な効果を物語っている

ものであるが，それは同時に経済露勺効果を保証

するものではない。それら技術的な効果が支書見

されるのは，経営内部においてそれらを満足せ

しめるべき条件が心張されることを前提とす

る。

S　段本における乳牛飼育の基礎

蔚項においては，乳牛飼脊が，その持つ技術

16

的可能性の支持を経営によって発けた場合にお

よぼす影響について考察したのであるが，次に

は，現在Ei水の乳牛飼育がどのような基盤の上

に成立しているかについて考察する。

　　イ飼料基礎農林省統計調査部の行え

る昭和26，27年の牛乳生産費の費用構成をみ

ると，その最も大きいものは飼料費で凌）り，そ

の比率は50．5％に達する。かくて飼料基礎の

確保が乳牛飼育に決定的な役回を果すことを示

唆している。そこで日本乳牛の飼料基礎を明か

ならしめることが必要であるが，来だ兇るべき

ものがないので，ここでは全飼料畑颪積を家畜

単位で除し，家畜単位当り数値をもつて一応の

　　第12表　都道府墜溺大家畜1頭当り

　　　　　飼料畑面稜（反）

都道麟男種面積i都道府県別i面績

北

青

岩

営

秋

山

福

茨

栃

群

埼

千

束

神

算

石

頭

山

長

岐

静

愛

海　道

　　森

　　手

　　城

　　眠

　　形

　　島

　　城

　　木

　　馬

　　玉

　　葉

　　京

奈　川

潟

山

川

井

梨

野

阜

熟

知

　薦1．38．｝　＝ご
　　i！一“
0、51ii滋
　　i：

0．941i京
　　　
．0・01i大

　　i：
09三奄剣ｺ

0．ogi奈

1：ll駕

　　く　
0。07、i　5語

　　蓬
0．01i岡
　　…i

O・07，i広

。．63’i山

　　ii
O．041遠ｿ
　　ii
O．03、i香

0．。5il愛

　　裡

叫高
0．03i福
　　ii
O・02、i佐

　　ニ　
．0．01i長

0。06　熊

　　i
l：齢

。ゆ211麗

　　li

歌

児

重

目

都

一

二

涌

出

取

根

山

島

口

島

川

媛

知

覧

賀

崎

本

分

解

島

　長
0。14

0．04

0，08

α01

0．11

0．02

0．06

0．96

0．12

0．24

030

037

0．02

0．02

0ユ1

028

0．10

0謹7

0．06

0．07

0．10

0．40

0．17

註　　第30次農林省無言卜表よ　リイ嘱目

　プく家畜換算係数　　難し牛1．2，　馬0。9，　役声響ま｝二

　〇．8，緬華，　111季0．2，豚0．5，　兎0．05，鶏0．05



代表値とした（第42表参照）

　これによると，大家畜換算1単拉単りの耕作

飼料面積は，極めて零細で，i三｛本の酪農地とさ

え呼ばれる北海道においてさえ∂1反3畝24歩

にすぎず，その他はいずれも猫額に等しい。こ

の数値はただちに乳塵の飼料基礎とするには，

理論的数値と対比し，あまりに隔りが大きくそ

のまま認めるわけには行かぬが，これをみても

如何に日本の乳牛が，耕種部門あるし・は附帯地

の零細僅少な残聴及び刈草によって支持されて

いるものである戸・を推察することができよう。

いま欧洲酪農先進国とE嘱記の耕地における作厨

劉利用比率を示すと第13表のごとくである。

　　第13表　欧洲瀦農園と目本の耕地内

　　　　　作目鳴合

偲鑛遡避i剛ζ一恥・・
穀　救　作　物i

需根作物※i
牧草青メ欄料緑肥昨物i
　　　　　　　　　　】
工芸作物果樹二三
休　　　　閑　　　地

　　　　計
　　　　　　　　　　厘

72鴛

1劃

…i

・δ祠

5G后1

20．d

2τo！

1ヨ

、。認

　％63．0

20．0

王1．0

　2．0

　4．0

100．0

　※編鈴薯，骨藷，ビート，カプ

　　デンマーク，　ダイツは1933年，

　　日本詐ま1953年

　この表にて明かなごとく，耕地利用の上にあ

らわれた数値を，酪農先進国と対比するならば，

如何に口本の飼料基礎が腿弱なものであるかが

分るであろう。さらにデンマークの如きは7乳

牛濃摩鋼料の大部分を1輸入に仰いでいたことも

強調しなければならない。しかして，そのより

な基礎は，前世期における1殺傘｝1の暴落と，畜産

物家格の割高の際に1膿1黒したものであることを

見逃してはならないと思う。ここ数年来，臼‡

の乳牛導入はあらゆる機関を通じて過ぎたるほ

ど｝こ強張され，かつ経営ど密接に結びつけるこ

とに努力が払われた。しかしこのことは経営改

善にとっては，まさに細しく，かつ「必要な条

件」ではあるがヂ十分なる条件」でなかったこ

とを知ら憂歌ばなら）ない。なぜカ》ならば，｝務にも

述べたごとく確かセこ，ここ数年の艮本乳業界は

妊景：気を続けたが，この闘における穀物緬格も，

またかなり割高であり，かつ酪農の市場は好殿

気とはいえ，致策的に支持されたものであった。

かくて経営との結びつきは，強調されたほどに

発達しなかったのである。

　越4述べたごとく日本の農業は極めて零細で

あり，従来酪農指導鱗が弓亘綱して来たほどに，経

営耕地の飼料畑化と経営残聴を強調するにはあ

まりにも期待が大きすぎまいか。デンマークに

対比し，10分の1の耕地と，10倍に達する農業

人口密度を持つEi本農業が，偏り穀作一辺を脱

し切れない原囲を遡跡しなければならない。欧

米的に耕地に飼料作物を栽培し，用畜を持つ経

営は地代の低い，たとえば東部賑本の太平洋沿

岸，オホーツク海沿岸などの特殊地帯に．限られ

る。しからざれば乳野飼膏は，一般に．は多くの

土地を必要とし，そのため高い地代を負即し得

なくなるであろう。かくて彫醤こおける乳牛飼

育は，従来とも，（a）　自然条件の悪いために．

長く放置された地代の低いところかあるいは殆

どないような地域を，粗放な放牧採草地として

利用するか，（b）あるいは都市の近傍にあっ

て都市の需要を期待し，かつ都市の残津あるい

は安い購入飼料を中心とする集約な酪農以外

は，（c）経営が比較的大きく，経営の副産物

と附帯地の採草を主体に，若干の濃厚飼料を

補給する早渡：で，この場合もあくまで耕地の収・

益を侵害させないものであった。昭和初期にお

ける乳牛飼育の増加期の特質は，零細穀作農民

が僅少な経営残響及び労働飼料である刈草を主

体とし，これに安緬な満洲大豆，玉闘黍，高梁

などに依存したものであった。しかして，この

方式によって成長するかに見えた乳隼飼育は，

逆に今次戦争の影響を深刻セこ受け，大ぎな畜産

｝愚変を起したことは，いまだに記憶の新しいと

ころであろう。かくて目塞乳牛飼育の飼料・的基

礎は，極めて脆弱かつ貧園であると二丁できよ
う。

　　q　労働力基礎　土地飢餓をもつて代表さ

れる日本農業は，その内部に弩弓な人口をかか

え，これが農業問題の中心課題に発展している

ことはすでに述べた。おおよそ国畏経済の健全

な発．展は，資源と人口の適正な配分であると言
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い切ってもよかろう。農業における貧困は，実

に，繍対的に．麗1大な人口をかかえている点にあ

る。農林憲農家経済調査報告書におけ’る，農家

取入構造の澱近の傾向をみると，兼業収入が実

に30％にも達することや，生産年齢にありなが

ら，その多くが自己の経鴬に十分雇傭されない

もの，あるいは完全な失鉛酢が妙絶イ芋在してい

るなどはその証左である。かくて限られた土地

1餅積における経営の合理化は，まず，家族労働

力の完全な雇傭に期待されており，その限りで

乱落ζの蒋機的構成の准母化さ2tることが期待さ

れているのである。かくて，乳牛資木が経営に

附加され得る条件がイデ在するならば，それは極

めて好ましい条件である。かくて労働力問題は

前項の飼料基礎や，次項の資ホ基礎とは全く対

糠約であり，癖かも附害条件を形成していない。

　　ハ資本基礎筆者はすでに隣ネ：農業に

おける生塵力の拡大方向は，経営における資本

の有機的高度化を通じて以外にないことを，し

かしてまた，今日，耕地における地代は容易に

飼料作の立地を許さないことをも説述した。し

かし，それらはあ≦まで，今翫　日本農業の持

っている資本及び贅本財の驚くべき低さ，叢び

に潤家の農業に，対する財政投資の寡少さと対応

するものであることを強調したい。もとより高

い生産力を持つ耕地（たとえば水田）がより資

本を追加投入して，生産力を拡大する場含，こ

れに参加せしむべき技術（資本によってうらづ

けされた技術）の要求は，その場所，時代の社

会約条件によって自ら異なるであろうが，比較

的盤産力の低い（たとえば一毛畑地）土地にあり

ては，多くの場舎乳牛資本に依存することが大

であろう。なぜならばこの種資本は，前に述べ

たごとき’それ際際の持つ擬闘的特性から，労働

の生勇力を低下することなしに，経営の生産力

を拡大するに役立つからに外ならない。そうし

て，そのような経営単位は今日，1三体賎家の50

％を下らないであろう。しかるに今μ，日本に

おける農家経済の現状は極めて貧困である。す

なわち農林省提家経済暉暉課が／うえる，昭憩27

年度隣家経済余剰を晃ると，全四平均1戸当り

26，甜5円であり，しかも，これら黒字は農業以

外の収入によって，皐うじて実現したものであ

玉8

る。言うまでもなくこの額は，営農における危

険予想をカバーするにも極めて有効ならざるも

のであると岡時にこの額は，乳牛1頭導入に要

する所要資金の約20％を出ないものである。

もし，日本的な水準の農家カミナ従来のごとき酪

農指導の理念に追随し，あるいは窺場より遠隔

の零細農畏が，都市の高砂な市乳需要に弄δえて

いる近郊酪農を模倣せんとし，その額をもつて

仔牛の飼育から始めようとするならば，明目の

農家経済に深刻な暗影をもたらすか，あるいは

将来において糞畜岡様に化する以外のな｝こもの

でもないことを銘記すべきである。

　製本の酪農は，その発展の過程において乳製

品簸格に蝉比し，穀価が安かったり，あるいは

安価な輪入飼料が潤沢に得られた時代を経過し

ながらも，地域的にも・せよ酪農業が確立されな

かった理由の一つは実にこの貧園な資本蓄積に

慶）つたと言えよう。

　かくて，従来の停滞した生藍力を高度化する

ために動員されるあらゆる技術の綜合化に説役

を演ぜしめたい乳牛飼養も，以上のごとき貧困

な資本基礎が，イ項で考察しだ飼料基礎にむし

ろ先行して，大ごな1四型・とな？ている。

　6　日本の乳牛飼育を支持して

　　　來たもの

　われわれは，以上に．よって，Ei末における乳

母飼育の本来的な蕃礎に立ち到って考察したの

であるが，過剰と言われる労働条件を除いては，

極めて腕弱であることが判った。しからば，曲

りなりにも発展したわが国の乳牛飼育は，一体

何によって支えられて来たのか，そうして謝々

の暗愚は乳牛飼育によってイ可を達成したのかを

…一l継しよう。

　乳塵が隅民生濡の一環として，本格的に立ち

入ったのは，欧洲大戦後の好景気下であった。

そうして，それは国民生活水準の肉醤1こもとつ

いて要請されたものである。これが昭繍に入る

と，農業恐慌下の膿紡経済璽生計頑⑳有力な一

斗段として提II輝きれ，す奮こ述べたごとき，有

蓄経鴬の持つ技術約特質の弓造1調によって，強力

に押し進められたものであり，また，これを支：

持する災大な財政投資は，蓋し見逃し得べから



ざるものがあった。すなわち，当時乳牛導入1こ

対しては約25％（全心加数に対する補助金の

害il含），諸設講には約5G％を助成したものであ

り，如何に有畜化政策が積極的なものであった

かを知ることができる。しかし，このような積

極約財政援助にもかかわらず，農家はそれほど

積極豹な適応を示さなかった。これは，1っに

日本農業が従来持っていた生産関係の規劇を受

けたものであることを物語るものではあるが，

経営それ自体が零細かつ家族労作農業であり，

経済界の変動に対し，自由な適応をなし｛1｝なか

ったからである。かくて精々適応形態をとった

ものも，その技術約特性から，無市価物の；葡夏：

利用，余剰労働力の燃焼，自給生麓の拡大と，

その利胴に伴なう外部経済への抵抗性強化であ

った：と考えられる。しかして，これらの事惰は

ヨ齢壬回陸産の拡張となって，経営におげる二

三力の拡大に貢献するがごとくであるが，与え

られた市場条件の下では，逆に増廃→価格低落

を結果し，したがって，必ずしも有蓄経営農家

の収益増とはならなかったと思う。

　ここに，この種技術の持つ特性である潜ぐ｝蜜

源の活胴と経済化は，その生産物市場において，

意義をうすらいだと言って良かろう。

　かくてこれら阻害条件の克服は，その後，・1）

経｝旨における経費の節減，1気給物の高度利用。

2）乳隼を導入した合理的経営組織の確立，3）

流通機構の改善，などが唱導され，騒家もまた

莫大な財政支軸をもつて，これが確立の経済的

掛付けを試みたのであったが，脆弱な飼料基礎

の上におかれている限り，期待し得たほどの効

果を挙げ得なかった。

　かくて目塞の乳業界は，欧洲大戦以降，今次

戦争勃発に到る約20ヵ慨三を経過し，その長い経

鹸から，漸く一一応の酪農化理論を見出したよう

であった。ところがこの降期に到れば，国家の

財政約支持が極めて弱く，一般に経営における

糸遊織イ組歌墾二成おξまつ力認なカ、つた。

　偶4戦錠中，軍需の乳製品需要増加時代，そ

の高い価格により，麹方膿業生産資材の：不足理

象（特に肥料）を，その持つ技術的特質，いわ

ゆる補充の経済に支えられ辛うじて従来の規模

を維持し得たものである。しかるに，戦後食料

飢餓の状態に到らんか，食糧の稀少性は乳牛飼

料に喰い込み，飼育幌模は忽ち激滅，第騒表の

ごとき様相を呈した。

　　第14表　乳摺牛頭数の戦前戦後比較

　　　　　　　　　　　　　　　　（指数）
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　　転載

　昭繍24年以降，再び激増の方向を適っている

ことは，すで｝こ述べたが，それら発展の過程に

一貫して見られる姿は，日本の乳業界が従来辿

ったものと，その本質において変らぬものと考

える。

　かくて筆者は，日本の農家が経営内に乳牛を

導入しようとする契機の本質は，その経済的基

礎を際己の農業に持つのではなくして，むしろ

演簡な飼料市場に主体を践き，これに加えて経

営内未一週資源を経済化しようとするのである

と断言したい。（筆者がここで撰本の農家と称

するは日本的標準規模と標準的穀作比率を持つ

ものを指す）策畑精ヅ博＝ヒは日本の酪農業を呼

称するに，屡々「耕地を利用せざる麗業」あろ

いは酪農叢の農を削って，単に覇業と言った方

が適切なほどである，と需われたが誠に至雷で

あると思、う。

　（巨；本の代表的酪農地域である，北海道の酪酸

について以上のごとき考察を試み，乳隼導入の

過程を実証するならば，極めて明快なものがあ

るが，ここでは醸本の全般的傾向だけについて

述べたものである。）

7課　　　題

以上，日本における乳製晶と，・乳牛飼膏の発
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展並びに成立基盤について，不完全ながらも一

応考察してみた。そうしてその結梁は，日延農

家の乳牛飼育が，完金に牛乳販売の没機白讐な副

業の域を抜け’ないものであることが判った。し

たがって，乳牛が繋金に経営の中に：とけ込み，

これがなければ経営全沐に支障を来すと言うが

ごとき状態を，実現せしめるには余りにも遠き

彼方の理想のように考えられる。しからば，屡

々強調したごとく，停滞した口本農業の生産力

を，拡充すべき夢段が外にあるかと貯えば，そ

れらは何れも一ノゴに＝偏した技術しかなく，　しか

も多くは期待できない。

　かくてEi本農業は客観的に今日，好むと好ま

ざるとにかかわらず，家畜を中心とする精度な
　　　　　　　　　　の　　　り　　　り　　の　　　ゆ　　　り　　　り　　　り　　　り　　　り　　　り

合理約集約化農業が確立されねばならない。こ
り　　　り　　　の　　　り　　　リ　　　ロ　　　の　　　ロ

こに今日の大きな課題が存する。

　しかして，甚人がここで炭済しなければなら

ない重要なことは，嘗て，酪農振興に莫大な財

政投資をした当i臨その指導方針及び有畜農裳

経営奨励補助金使途の内容が，いずれも一一般亘1∫

には客観約〔E当さを持ち診ていた1こもかかわら

ず，これを受け取る愚蒙の立場からは，評クと

した批判と，これを逆に拶i三除する農民のあった

ことを忘れてはならない。そうしてこのこと

が，ここで筆蓄の強調したい諜題の中心である。

蓋し乳牛の導入飼育は，農家と言う経営主体に

よって遂行されるからである。

　およそ乳牛の導入によって，残塁が合理化さ

れるためには，乳牛それ自身が当該農業経営の

中にあって，自こ存在の合理性一一すなわち，

より多くの経済性一を主張し澄るものでなけ

ればならない。ところが，「 o営の中に乳隼が入

って，合理嫉を主張できるのは，購に．も述べた

ごとく，嶺該経営の中に，それ相応な条峯1二の存

在を前提とする。このことを一般灼な表現をも

つてすれば，個々の経滋が持っている土地，資

本，労働力が組合わされている仕組（生態構造）

によって規定されると雷うことで，このことは

あえて説述するまでもなかろうが，この点にお

ける検討の不足が，従来の抽象論における失政

の主なものであったと思う。そこで，ここでは

生産構造の変化が，乳牛との結合において，どの

ような変異を示すものであるか，また，その結

20

び付につき，いろいろな変異を示ず理由は栂で

あるのかについて，経営学的な観点から考察し，

莫に乳牛が経営に導入されるべき場合の条件と

限界を検討する。

　このような構想の正しい理論の組鉱てのため

には，農嚢の生産力形成に参加する条件を聞定

し，これをいろいろ組白Fわせてその結果を比較

検討すべきなのであるが，ここではまず現実の

資料を通じてえんえくしし一応の結論な導き出

そうとするものである6その素材は筆者自身の

調査したものである。ここで特にことわってお

かねばならないことは，これは一地域のもので

あることで，立地を異にした地域における場合

の，それらの関係は多少変化するものと考えら

れるということである。しかし，その傾向にお

いては疑い得ない確定性を！導1拝することができ

ると信ずる。

　まず，解説に先だち調査地の概要並びに調査

資料の性格について既建ぺよう。

　　　　　第15嚢　調査地の概要

耕　　地　　化　　率

水　田　化　率

1戸当鋒耕地薗積
1　戸　　当　　り

農用地面積
乳牛飼育農家率

1戸当り飼育頭数

註

1北海瑚調査鮒
　　　　1
，1：豚1

3鋒ぼ1反7毒1～

5町2反3畝

　13．8％

　　2。2頭

昭頼28年度北海道統計

　　　　　　第4図

　139％
　　4．5％

31韮汀5反7謹武

5町2反7畝

　19．3％、

　　2．5頭

　漁船増域

ノ

調査地は上掲第4図の如く，オホーツク海に：



醸する北見の晶晶沿岸に藤在する湧刎町であ

る。その農業立地的な性格を概説すると，農作

業開始は5月上旬，農期聞中全般約にみて冷涼

であるが降雨少く，初霜が比較約遅いので穀救

及び特用作物の生産力はかなり高い。土壌は新

層第3掌屈及び第4紀層に属する埴土系で，一

般には重粘地帯といわ薄τている。農業構造の主

要な特微は，緋地化率において北海道全般より

高く，1戸当り経営耕地も大きい。そのもつ自

然的条件の故に水田1ヒ率は低く，乳隼飼蒼農家

率はかなり高い。

　調査資料は昭和27年農業経営年度で，湧別町

全農家の皆悉調査であり，研究課題の結論を厳

密ならしめるたあ，この中から次の如きものを

除外した。すなわち

　王　土地本来の挫格（地力）の差異から来る

であろう生産力の差異を排除するため，同一の

土壌系にある農豪のみに限定した。

　2　　Z｝（田イヒ率15タ6以．上二，豪雄月弓作調勿，哀七1季嶢導f｝面

作1寸率20％以上の農家。

　3　第2種兼業農家。

　このようにして蚤窃得られた1300戸の中か

ら

　無隼農家280戸，1頭飼育農家75戸，2頭飼

欝農家68戸，3頭飼蕎農家35戸，4頭以上飼育

農家19戸，計477戸を選定して得たものであ

る。

　第5図　経営規模と飼育頭数との経済関係

　　　　　　　　（灘…営用地）

5ワ

4c

髄

鵠
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　　　　　　　亨．，ジニ三＝｝

　　　　　　　．，〆レ・’”
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　　　　ヘヘノ　　ノド
，三》．、夢箆ノ

。　　　’　　　2　　　3　　　4　　　ダ
　　吻曇

v………4頭以」二飼育

W………3頭飼育

璽………2頭飼育

璽………1頭飼育

レ・…・…無牛農家

6　　　ク　　　8　　　9

　このように．して得られた5つの類型をもつて

以上にかかげた問題を究明してみる。まず，横

軸に経営規模と飼育頭数をとり，綾軸に農業所

得を取って，それぞれ調査表に現われた数値の

関係位置を与えるとともに，他方，若干の統計

的処理を加えたものである。かくの如くして作

成されたものが第5合目ある。

　そこで初めに無牛農塞と有召二農家の経済的な

差異からみることとする。．鉱掲図についてまず

無牛農家の経営規摸と提．叢所得との聞に存在す

る関係をみると，爾者の聞1こは1り鋸｛な相関が存

在し，しかも，概ね完全に近い直：線的なこ伸び

」臆035鋸0．95を示している。このことは従来

の研究において論究された一般的な法則であ

り，それ故に農業坐産：ノ」拡大要因の最も重要な

因予にあげられているのである。

　しかるに，有感農家の経営規模と農業所倶と

の間に存ゼllする関係はどうかというと，無酪農

家のそれが直線的な関係を持つのにタ重し，3次

のi｛II線を示すということこれである。このこと

は，屡々強調した如く，それ肖体乳牛が経営の

中に入って合理姓を盆記する場合には，それに

先行して当該技術を有効ならしめるべき条件が

整衛されていなければならないということと，

それぞれの経営規摸に玄寸応ずる適正な弗群の規

模が確定されなければならないことを示唆して

いると思う。

　ただ，ここで誰もが気づくであろうことは，

全般的にみて，有牛農家の駈得曲線が，平均し

て無牛農家の所得曲線を上廻るものであり，し

かしてまた，経鼠規模が拡大するにつれてジこ

の傾向は顕著になるということこれである。こ

うして，このことが，乳牛導入によって経営を

合理化できるとした従来の一般的通念の根拠で

あったことと，零細規模を基盤とする日本農業

をこの図の上に，照し合わせて銘紀してもらい

たい。

　次には，ミクロ的に飼育規模と経営耕地規撲

との間に存慌する経済的関係をみよう。経鴬耕

地規模を指標とし，無隼農家の趨勢線を中心に

それぞれを対比してみることとする。（前掲醤

参照）

　1頭飼畜農家の存在は，2町歩前後からあら
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われ，その所得は無牛農家のそれを上廻って平

行的に上界し，4～5町歩で飛躍的に増大し，5

町歩の点で急に下降する。

　2頭飼育農家は2町4反歩頃からあらわれ，

6町5反歩の問に分有し，3頭飼育農家は3町

歩から8町歩の聞に，智頭以上は5町歩より10

町歩の間に，それぞれ展開している。

　前にも指翻した如く，前群規模のもたらす経

鴬経済約関係は，それぞれ経営規模を異にする

に従って著しい差異のあることを強調すること

ができる。すなわち，1頭飼育農家群の経済関

係について嫁先に述べたので省略するが，2頭

飼育，3頭飼育は1顧飼育とその趣を異にする。

すなわち，経営颪積の小さい場合｝こあっては，

極めて注目すべき役割を果すが，瞬時にしてそ

の所縁を字画ぜしめる。2頭飼育農家群にあっ

ては2町8反歩で・．3．頭飼育群においては3｝町

7反の点において無粋農家の線を割って低下す

る。そうして，前者は3町4反歩，後者は4町

3反歩において再び無隼農家の線を越えて上昇

し始め，2頭飼育は5町2反歩の点で，3頭飼育

は6町歩誇後で最も有利な状態に到達する。そ

う『して，ここからはそれぞれ停滞的な様相を示

す。4頭以上に．あっては経営規模の増加ととも

に漸次上昇するが，8町歩からは急激に上昇し，

その相関はLOもしくはそれ以上に達する趨勢

を示してくる。

　附帯地をメルクマールとして以上のような考

察をすると，多少のずれを見出すが，その傾向

は先に述べたところと異ならない。あえて説明

をするならば，各牛痘紫煙の簿マ得曲線は無智農

家の所得を下廼る場合，その線の切り方は前方

に伸び，かつ僅かに下廻ることである。その因

果関係は次に詳しく述べるが，ここでは（1）乳

牛そのものが持つ鼓術的可能性とその特質，（2）

零細日本農業における乳牛飼育成立の条件（附

帯地）を端脳に示唆したものと考える。

　第5図の経営学的考察

　経営奮理化の主要な指摘としての「有畜化！

就中，乳隼飼育の問題が強調される主要な根拠

は，イ地力維持，ロ土地利用，ハ無市価物の高

度利用，二労働力の爵度利用であったことな述

べたが，ここでの考察はこれらの技術的奪寺質を
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統一的に懸解しながら検討する。

　α）各牛群農家とも，零細経営耕地規模の上

に存立する場合，極めて高い経済関係を占めて

いるのはおおよそ次の如くである。零細経営に

おける農家経済は，多くの総総資料が示してい

るが如く，個別経営の特色として臼品性強く，

僅かな農煮物販売額をもつては，到底その生活

を維持し得ない。そこで兼業収入を唯一のより

どころとしたことは，先にも述べた。このこと

’について多少ふれておこつ。

　　　第6図　農家経済における所得講成

　（日盈禾q27年　　農家経済調査集二二ヒi璽分・よ　リイ乍成）
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　日本農家の兼業収入は平均収入の30％に達

することは述べたが，しかし，’これを階層的に

考察すると，そこには極めて注羅すべき傾向が

存在する。たとえば，農林憲統計調査部の行

える昭和27隼度の経済調査の結果から，東北

区684戸分を階騒分けにしたものの，農家所得

に対する兼業藩得の割合をみると，第6図の如

くであり，如何に大きな問題を内包しているか

が判る。そこで，これら農家群の牛飼育に関ず

る鐙換1観念は，自己経営耕地の外におき，余剰

労働力と，’牛乳市場との関係に帰着せしめる。

このことをいい換えるならば，高い地代に制約

された耕超三利用に影響を与えることなく，経営

における資本の有機約構成を高め，労働飼料，

僅少なる副産物，を軸とし，濃厚飼料を市場に

’仰ぐ，ごく集約約な企業形態である。その電磁

の持つ質的内容は地i蒙｝勺高く，搾乳牛頭数率は

最も高い。そうして，この範疇の乳牛飼青はそ

の成立の経済約理由から，牛乳と，経営の中に

存する底流労働力の始値実現の如何によってた

えず揺り動かされる。

　（2）次に牛群別曲線につや・て　まず1頭飼欝

農家群の所lll曲線は，無等農家の噺l13曲線と交



わることなく，しかし，また極端に上廻ることも

ない。このことは，零細耕地規摸の上に立脚し

ている限りにおいては，前述の規定に従い耕地

規模の拡大に伴なって，経営耕地め補足的副書

として，第1に副産物，第2に余剰ジナ働を，し

かしてまた穀裁作耕地の地力維持増進といった

補完関係を示す。その眼りでは鍛後に述べる限

度に到るまでの存在は合理的と考えられる。

　（3）策1項において見られた零細耕地規模の

上に展開した集約乳牛飼育が，それぞれの経営

に対して果した経済的役割は，けだし注目に値

するものがあったが，耕地の拡大に伴なって次

第にその意義を低め，遂に無牛農家の駈碍水準

を割った・極言すれば正に騒菖1ことつての害

悪」といわねばなるまい。第5図を単純化して

策7園を作って説明に便ならしめよう。

　　　　　　　　　第7図

所

そ馨

A

　　ρεC

母

F

DB

蚤営耕：増刊税

　今AB線を牛の飼育していない経営の農業所

得曲線とし，CDは牛を飼育し，牛乳潮田を行

　う経當の所得曲線とする。CDがAB線と交わ

る点をEFとする。

　　CD線がEと交わる以臆の曲線については既

にふれたのであるが，E直酊から£を通り越し

てEGF線を形作る関係について述べよう。前

、3臆した如く2頭飼育群は2町8反歩で，3頭飼

育群は3町7反歩で，それぞれ£点を形作るの

であるが，ここでそれら規模の牛群飼育農～：芸の

牛飼育形態を概観もておこう。面面の1頭飼育

農家の基礎が経口残流及び余覇労働力に伎存

し消より家讃補充的であるのに対して，ここで

は経賞部門の補充を企図している。かくて自給
がヨゆ　　　　　あ　アにジ

飼料（勘くとも凝飼料だけでも）の碓｛保のため

に・従来の穀救畑を飼料畑瀬づ囑こととなる。

ところが，一方EGF線に対癒する経営規模

はそれぞれ経営単位の持つ濡費構造並びにその

性向において，それ自転従来高い坐産を要求さ

れていたものであり，飼料作による地代の減収

とその隼群構成の低さ（組織化されるに従い若

干の緊留率は次第に．高くなる）によって，経営

合理化を叫びながらも，EGF線という悲しむ

べき現象を形作るのである。この傾向はGを底

として漸次蕪牛慶家の水準に回復するのである

が，それは経営耕地の拡大と概ね1．0に近い格

関を示している。

　GからF点に蜜近する場合F点近鰐の無牛農

家の｝：擬得構成と有牛農家の所得構成のメカニズ

ムは，前者が土地の持つ多面的補完であり，後

者は生産物の補完であると考える。

　PからE点に到る両者の関係は，前者が「耕

∫一位当隼産囎積1の灘早にすぎず・後者は

兼業企業的な乳牛飼育から，いわゆる農業経営

的な乳牛飼育に代ることに．よってもた：らされた

もので，その実現の過程を異にする。

　（4＞次にはさらに拡大された規模の場合につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱いて説明しよう。（第8図参照）

　　　　　　　　　第8図

所

得

ノ

ノ

ズ

A

　　ρε
C

6

戸

ノ

ノ　D8

屡営耕地規～瞬

　ここでの乳牛飼育農蒙の所得曲線蟹Nは，2，

3頭飼育農家層の傾向と変らないが，これに対

応する無熱農家の醗得曲線ABを遙かに上峰

る。しかしてこのことは，穀救農叢に診｛ナる教

相の発展段階と，これを含めて実蔑するニヒ趣利

用の多面的補完，たとえば輪作を逸じて嚢現す

るであろうところの禽理的経閉方轟為ある規

摸に到達して他の方式に委ねなければならなく

なることを意味する。そうしてこの段i鞍靴二隷響
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る限界効率は労働から土地並びに．資本に移る。

・かくてMN線上に分布した農家の乳牛飼育は，

土地4渇に拡大さ駈た形態においての補完と，

生：産物利規の経済約な担誓、手・としての役割を演

ずることとなる。

　以上経営規模と牛群規模との間に存在する経

営的な考察を試みたのであるが，それらが示し

た数値及び曲線は，そのおかれた時，所によっ

て変動するものであり，このことは，乳価だけ

を変化せしめて考えてみただけでも明かであろ

う。しかしその傾向は殆ど確定的なものと考え

る。

　要約するに筆者は，乳牛を日日面した経営が，

　　　　　　　　　　　　　　　　レ種々な組合わせを通じて実現した結渠を意義づ

け’，乳牛飼育をなす経鴬が真に合理性を実現す

る場合の条件と限界を引き出そうとした。そう

してその結果

　（a）経営的への乳牛導入は，無条件に合理的

精神を附与するものではない。合理佑の基礎を

与えるものはまず生産構造それ自身であり，こ

の解燧を児逃してはならない。

　（b）乳牛経営の発展は，その持つ挾術的特質

から，餅種，期畜，その徳部門の灘然たる統一

休として組織飽されねばならない。

　しかしてこの2つの命題に重大なる解決を与

えるものは，端的には飼料柔田と放牧採草地の確

保である。第30次農林省統計を処理して・飼料

畑，放牧採草地の大いさと乳牛飼育頭数との間

．に存稔する関係を測定（但し葡乳糊1府難は除外

計算℃た）してみたところ，蔚者が0．38，後者

が0．婆7。北海道における筆者の前記調査ξこおい

ては，いずれもしOに近い完全塩幌を示した。

点景と北海道の相違は明かに立地の相違よりす

る乳牛飼養方式によるものであるが，いずれも

高い棺関を馴し，これが乳牛飼育｝或立の規制因

子たるを疑わしめない。しからばこのような強

い制約困子は今総如何忌こして克服されねばなら

ないか。戦後：El本農業の土地凱蛾は益々激化し，

耕地の斑買は坪を油壷に，しかも都市の柱1宅地

緬に．類する地域さえ出初めたくらいで耕地にお

ける換金作物を飼料作物に代蹟せしめ，飼料を

通じて収鼠を期待することは，緋境にある北海

道，東北の太平洋沿岸の濃霧並びに火由天地帯，
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オホーツク沿岸地帯などで不合理な経営方式セ

採用しているところあるいはその他高冷地など

を除いては到底不可龍である。また戦前発達し

た購入濃厚飼料も，それ霞体十分に期待するこ

とができないと圃時に，粗飼料基礎をもたない

日本農業においては，その効乗を期待すること

ができない。

　以上のごとく組飼料の白給と，濃野飼1気斗の一

部補給になるのであるが，それ1こはまず，主作

物と競合わせしめない土地利用の高度化1こまた

ねばならない。たとえば冬季休閑地への飼料裏

作，主作物栽培に対する飼料閥作，rl重帯地の採

草及び草生改良などであろう。

　今羅，臼本における飼料作物の田細別作付割

合は第9図のごとくであるが主作物と競争しな

い期間の土地利用を通じて生産される飼料は極

めて僅少なものであると思われる。たとえば水

田裏地の利用状態（燗作についても相当山積に．

達するが詳細がわからない）を示すと第16表の

ごとくで，如偏に多くの資源が利用されていな

いかを知る事ができ，ここに乳牛導入を著しく

促進する，糧飼料（それは岡時に運搬能面が低

く，その経滋で自給されるを最亀有利とする）

の確保が期待できるbまた北海道，菓北の畑作

農業においては，合理的な輪作式の確立を通じ

て従来の生産力を低下することなく，多量の飼「

料を獲心することが可能な段階に．ある。

　第9図　飼料作物作付の田畑物作1寸割合

8％焔翻
以上は経営内部において期待する飼料増薩の



第16表　農竃別水閏裏地利用状況
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　謎　第3G次農林省統計表より作成

技術であったが，経営外における未利用資溺1，

放牧採草地，その他に目を転じよう。提掌の利

用する放牧採草地面積は第10採iのごとくであ

る。その規模はいずれも零細であるばかりでな

く，その利用状況は1目態依搬ミとした管理；瀦用

の段階に出っており，過度に集約化された耕地

と対象し，f＝1本の岡土を訪れる欧米人の1議こは

　第10図　耕地loo　r町歩当　採草地　放

　　　　　牧地　放牧する山林の合計

趣
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三三30次農林省統計表（昭和28年より）

異様に．さえ映じていると言われている。農民の

利用していない放牧採草地を併せて，これが改

良を実現するならば，同時に目本の総合開発に

役立つであろう。

　以上のごとくして霞給報飼料の確保が保証さ

れたならば，濃厚飼料の輸入である。ただし如

何に潤沢に粗飼料を礁三保したとしても，それの

みにて乳牛の経済性を発揮することはおろか，

経営全休にとってもその持つ技術的特質を実現

させることができない。なぜなら第1｝こ蛋霞質

飼料の不足現象を起すことこれである。かくて

臼本農業が高度合理的集約化を促進するために・

必要な濃厚飼料の輸入は，如何をこしても推進せ

しめなければならない。先に日本の農業は多額

の購入肥料に依存し，それが逆に地力掠奪技術

に堕したことを，他方デンマークの麿機質一

飼料の肥料化一農業が，耕地生産力の発展に

重大な貢献をしたことについて述べた。ただこ

こで多くの関心を持つことは，輸入飼料糠格と

乳価の問題であろうが，以上のような施策を果

しつつ，また吾人が櫓摘した耕種と乳織二とが・

密に結合し真に合理的な形態を示す点を求めて

行くならば，何らの抵抗を感ずることなく捕末

の酪農化は進展するであろう。

　脱稿するに際して2疹のことを断っておかね

ばならない。その1つは，最後の謙題における

牛乳市場の問題である。その重難1三は軍ろ上述
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・薪刊紹介。

　　酪農の生態をi映る

木村慶一著　「酪農天気図」

池　田　善　長

　日本の農業にとって，酪農生産を安定したも

のにしなくてはならぬということは，今更らと

り上げるまでもなく常識である。そして，あら

ゆる政策も，この方向に向ってとり上げられて

いたはずである。であるのに，’今日の酪農は乳

価の低落と，乳製品ストックの増大としてあら

われ，底を衝きかかった危機に追込まれている。

農業生節の安定と向上のためこれに結びついた

瀦農，国域栄養と食縫問題への得与としての酪

農，このような「お題霞」はあまりに多い。そ

して，酪農人もまたこうしたかけ声の中にその

振興を期待していたにちがいない。

　いうまでもなく，巌業としての酪農は，生産

農家の経済圏とこれを販売する乳業資本，そし

て，消費者の鰹買力という三つのそれぞれ立場

を異にした蚤嶺者によって組合わされている。

従って，そこに打田されるく政策〉は，競争経

済を建前とする資本主義経済にあっては，おの

ずからいずれかの立場においてするものとなら

ざるを得まい。ところで，われわれが酪農につ

いて知り得る材料は，今までのところ，酪農経

営についてのものと，酪農技術に関してのもの

が殆どそのすべてであり，日本心得なり，産業

の変転する中にあって，酪農がどのような位覆

にあるのか，或は，酪農の政策iはどのように展
開せられているのか，その政策は，酪農産業を

組立てている竃つの立場にどのようにしわよせ

されているのか，といったことを知る材’料は稀

にみるという有様である。いわば，酪農は〈振

興〉というお題目を信じて，経済採算の景況が

どうあらわれて来るかについては，これを宿命

として，一すじ道をひたすら歩いているという

のが実態である。

　籾て，流者は多年にわたって，一点酪農専門

誌「デーリィマン」の編輯長として，日本の三

農が平台に，幸福に営まれる臼を希う立場から，

こうした，酪農をあぐる諸問題を，現実にあら

われたく政策〉とく論議〉から追及の筆を進め，
酪農のく進路〉を見噛そうとしている、、豊富な

の解説に先行すべき性格を有することを疑わな

いが，許された紙数の都合で，ここでは専ら乳

牛飼欝経営の面に：限った。

　その2は本稿において筆餐はあえてミ酪農経

営ミと雷う用語の使絹を避けた。なぜならβ本
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材料乏，円熱した籔i致を駆使し，て，酪農をあぐ

る経済の動きを，そして，政策をどのように理

解すべきか，そしてまた酪農晟はどう対処すべ

きかを鋭く示唆してあますところがない。例え

ば，この著書の訴える中心であろうが，今寺の

乳価対策は「酪農のための乳倒対策ではなく，

独占乳藁資本への奉仕的な対策にその：璽点がお　　．

かれている」ときめつけ，との政策乳価がもた

らしたものは「酪農の振興ではなく，破壊だつ

た」としている。こうした見方からは，当然で

はあろうが，日本酪農は，乳業資本によって独

占せられているから，これとたちうちして酪農

を安定し，振興する道はただ～つ，それは，酪

農賊資本の結合による独占以外にはないとして

いる。いわば，商業資本の独占に対して農浅資

本の独占を以てするという考え方であり，理論

的には一応正しい。ここで気にかかるのは，農

民資本の結集としての雪印と，道バタ肖の独占

資本をこの立場から擁謎するのはよいとして
も，問題は，この両会社における株主である綱

々の酪農民の地位，もっと具体的には，酪農民

は果たしてこの面会社から株主としての利；益還

元が子鼠されているかの問題を，独占の一般焼

格からこれを他の独占形態である森永明治との

比較に齢いてではなく，雪印，道バターの内部

的な問題としてもう少し解明する必要がなかっ

たかどうか。

　また，著者は酪農に景況をもたらすものとし

ての基本的な問題をとり上げて，薩眠所得水準

の向上にまでさかのぼり，あるいは，市場閉拓

を伴なわぬ酪農開発の危険を警告する等，広汎

な課題をも提起している。文体は随筆風で読み

易い中にも，正確な心癖をつけ加えることを忘．

れていないの馬この戯書が単なる〈談磯〉で
はなく，現定に立脚して，酪農の生態を点りつ

つその《進路〉をうちたてようとする意図があ

るからであろう。

　この著書については北大の矢廃藩授によつズ

「薦縷山武の騨剛（北海道斬聞）婿さ払
弘葡大の冨漏壷授によって「酪農経済の鋤向を

予測するもの」（北海タイムス）と訴されてい

るが，全くその逓りで，泓は「酪農の生態を快

ってその進i路を示すもの」として高く評価した

い。　　〈北海大教授　農博＞

B6判310頁280円送料50円札曉二二3条西1丁二
二1薩浄書店新七山｛」　振替　ノ」、樽12677番

の乳牛飼養の方式は兼業収入に代えた，完金な

現金補足的なものに・外な1うないからである。乳

隼な飼育するものひとしく冷酪農経営やなる用

語にふさわしい形態にまで発合せしめたいこと

切なるものがあろ。55．L20（北大農学部講郷）


